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－世界の日本語教育― 

互恵性を重視した遠隔日本語教育実習の実習生および学習者の学び 

－教養としての日本語教育を学ぶ日本の大学生から 

台湾の学習者へのインタビュー活動－ 

 

守屋久美子（東京外国語大学博士後期課程） 

 

１．はじめに 

2020年に新型コロナウイルスが世界的に広が

り、多くの高等教育機関はオンラインでの授業

実施を余儀なくされました。日本語学習者の日

本語学習に関わろうと考える者に対する日本語

教育実習もその影響を受け、海外への渡航制限

や来日する留学生の減少などにより、多くの教

育機関が対面実習の対比として位置づけられる

オンラインでの遠隔日本語教育実習（1）を実施し

ているようです（稲葉2022など）。現状では遠

隔日本語教育実習はあくまでも緊急時の手段と

捉えられていますが、今後の活発な議論によっ

て遠隔日本語教育実習がさらに広がる可能性が

大いにあるでしょう。 

一方で、遠隔日本語教育実習には実施上の課

題が存在しています。それは、岸・大谷（2014）

の指摘する「実習生と学習者の期待の齟齬」で

す。実習生は日本語教育実習を通して日本語教

育の技術や知識を身につけたいのに対し、学習

者側はオンラインでの会話の機会として捉える

ため、主に学習者の側が思っていた活動と異な

るとしてインターネットの活動に参加しなくな

るというものです。岸・大谷（2014）は、その

原因を対面実習とは異なり教師と学習者が共有

する教室のような空間が存在しなかったために

学習者が自分の役割を位置づけるリソースを見

いだせなかったこと、さらに使用したSkypeとい

うICTを学習者が「インフォーマルなコミュニ

ケーションツールである」と理解したことによ

るとしました。 

筆者は、「期待の齟齬」を解消するために、

遠隔日本語教育実習の実施に「互恵性」という

考え方を導入してはどうかと考えています。

「互恵性」とは異なる母語を持つ学習者がお互

いの母語を学びあうタンデム学習という学習方

法の中で重視されている原則の一つで、Kötter

（2003）は「全てのパートナーが目標言語の母

語話者との共同作業（collaborating）から等しく

恩恵（benefit）を受け」（p. 147）ることと定義

しています。 

また、筆者は教育実習は必ずしも専門的な日

本語教師の養成だけを目指して行われるべきで

はないと考えています。そのため、「日本語教

育実習」という用語を「（学習者の日本語学習

に関連する）日本語学習関連人材に対して行わ

れる、実際の日本語学習者に対する教育行為を

含む活動」（守屋，2023，p. 285）として捉えて

います。今回の実践では、「教養としての日本

語教育」を学ぶ大学生を対象とした授業で、

「互恵性」を重視しつつ学習者にインタビュー

を行うという活動を「実習」として試みました。

本稿ではこの実践について報告します。なお、

本稿では「教養としての日本語教育学」を、日

本語教育学を専攻としない一般の大学生を対象

とした「実践である『日本語教育』に関わる知

識や背景等についての学び」（志賀，2021，p.4）

と定義し、実践について報告します。 

 

２．活動の概要 

２−１ 参加者と目的 

今回の活動は、2022年10月から2023年1月にか

けて東京外国語大学の教養科目としてオンライ

ンで行われた授業の中で実施されました。授業

は90分×13回行われました (2)。授業の履修者

（以下、実習生）は1年生から4年生までさまざ

まで、全部で45名が履修し、インタビュー活動

には41名が参加しました(3)。授業全体の目標は

「日本語教育に関する基礎的な知識や技術を身

につける」と「インターネット上で日本語を教

えるための基礎知識を身につける」であり、本

活動は授業の後半部分で行われました。一方、

台湾の学習者は台中科技大学で日本語を学ぶ学
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生であり、活動協力者の簡靖倫先生を通して以

下のようなチラシを配布して呼びかけてもらい

ました。その結果、60名の学習者が参加希望を

提出したため、実習生1名に対して学習者1、2名

というグループを作成してインタビューを行う

こととしました。 

インタビュー活動では日本側の実習生が台湾

の学習者に対して日本語学習のことや日本や台

湾、日常生活のことについて日本語で質問をす

ることとしました。この活動を通して、実習生

が日本語教育の基礎的な知識や技術を実践し、

日本語学習者に関する実例を通した理解を促す

ことを目的としました。一方、台湾の学習者は

日本語を用いて話す機会を持つことができるた

め、互恵的な活動になると考えました。 

 

２−２ 活動とインタビューのスケジュール 

筆者の経験から、オンラインで行うインタビ

ュー活動では実習生と学習者間でマッチングを

行い、相互に連絡が取れる状態にすることがと

ても困難です。そのため、11月後半から12月上

旬にかけて実習生と学習者にインタビューが実

施可能な日時を提出してもらい、その日程が合

う者をペアとして配置しました。学習者側には

募集時に連絡先（メールまたはLINE）も提出し

てもらい、実習生に学習者の連絡先を伝えて各

自連絡をするようにしました。インタビュー活

動は12月後半から1月上旬にかけて行われました。

数名の実習生および学習者は日程決定後に予定

が合わなくなってしまったようでしたが、その

際は自分のペアとなった人に直接連絡して調整

するように指示しました。 

全体の詳細なスケジュールは以下の通りです。 

 

表 1 本実践のスケジュール 

  日付 授業内容 

1 10/5 オリエンテーション 

2 10/12 日本語学習者とはどんな人たちか 

3 10/19 日本語学習者の目線から日本語を 

見てみよう 

4 10/26 日本語教師とはどんな人たちか  

5 11/2 日本語教育の技術を使ってみよう 

6 11/9 オンラインのコミュニケーションの

特徴を理解しよう 

7 11/16 オンラインのツールを使ってみよう 

8 11/30 インターネットでインタビューしよ

う①準備をしよう 

9 12/7 インターネットでインタビューしよ

う②質問の日本語を考えよう 

10 12/14 インターネットでインタビューしよ

う③練習をしてみよう 

11 12/21 インタビューを振り返ってみよう①

経験を共有しよう 

12 1/18 インタビューを振り返ってみよう②

録画を見て振り返ろう 

13 1/25 最終レポートを書こう 

 

３． 活動のようす 

３−１ インタビューにおける目標設定 

 以下では、実習生がインタビュー活動のため

に授業内で行った準備について説明します。実

習生は、日本語教育に関する基礎的な講義を受

けたあと、インタビューで達成したい目標を決

定しました。授業の中では、自分の考えたこと

を他の実習生に話すことで得られるものがある

のではないかと考え、ブレイクアウトルームを

用いて3〜4名程度のグループを作成し、その中

で自分の考えを話してもらうこととしました。

設定した目標とその理由について提出してもら

ったところ、「そこまで意識せずにやさしい日

本語を使う」や「相手がなるべくリラックスし

て会話楽しい、日本語結構分かるかもと思って

もらえる」、「オンラインを活用した取り組み

図 1 学習者に配布したチラシ 
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を実践しつつ、オンラインの短所（感情が伝わ

りにくい、ラグの発生）を克服できるように工

夫し、インタビューをスムーズに進行する」な

ど、日本語のコントロールに関する目標、学習

者とのコミュニケーションを楽しむ目標、イン

ターネット上のコミュニケーションに関する目

標が設定されました。 

 

３−２ インタビュー内容 

 インタビュー活動では、講義で学んだ内容を

もとに、台湾の学習者のことを理解する質問を

行うよう促しました。インタビュー内容を考え

る際、実習生はまず自分で内容を考え、その後

Padlet(4)を用いてマインドマップを作成し、全体

で共有しました。その結果、大まかなテーマと

して「日本語学習」、「日本」、「台湾の生

活」、「個人的なこと」、「他の国」の5つのテ

ーマが作成され、その下位項目として「日本語

を使って挑戦したいことは何かありますか？」

や「日本語を学習する上で教科書以外のツール

を使用していますか？」など、学習者という存

在を深く理解しようとするための質問が挙げら

れました。一方で、「台湾の好きな音楽やアー

ティストを教えてほしい」や「台湾でおすすめ

の観光地はどこですか」など、学習者の個人的

な側面や学習者が持っている情報を知ろうとす

る質問も挙げられ、インタビューの機会を通し

てさまざまなことを知ろうとする様子が窺えま

した。実習生はこれらの質問から質問したい内

容を複数選択し、質問することとしました。 

 

３−３ インタビューの模擬練習 

また、実習生は、実際のインタビュー実施前

にインタビュー時のトラブルについて予想しま

した。オンラインでのインタビュー時に発生し

そうなトラブルについてPadletで共有した結果、

以下のように「マイクの音量が小さすぎて聞こ

えない」、「インターネット接続が切れてしま

った」のようなパソコンおよびインターネット

に関するトラブル、「こっちの言いたいことが

通じない」、「相手の言いたいことがわからな

い」などの日本語に関するトラブル、「相手が

あまり話してくれない」、「相手が来ない」な

どコミュニケーションやインタビューの実施自

体に関するトラブルが予想されました。それに

対する解決方法もみんなで考えたところ、「イ

ンタビュー開始前にお互いに音量を調整す

る」、「インターネットが切れてしまったと

LINE（別途持っている連絡手段）で伝える」、

「質問の仕方を簡単にする」、「選択肢を提示

して選んでもらう」、「前日にリマインドす

る」、「相手が少しでも反応した内容について

反応する」などの解決方法が共有されました。 

これらのトラブルとその解決方法を踏まえ、

実習生は授業内で他の実習生を相手に模擬練習

を行いました。模擬練習では、実習生は3人一組

となり、各自のZoomアカウントから自分でミー

ティングを開き、インタビューを行って終了す

るところまで操作する練習も含めて行いまし

た。その結果、「スムーズにミーティングを開

けると思ったのに開けなかった」、「アイスブ

レイクの方法が参考になった」、「つい自分が

話しすぎてしまったので、本番では話しすぎな

いようにしたい」など、想定段階では見えてこ

なかったトラブルが見いだされました。 

 

３−４ インタビューのようすと感想 

インタビューは授業外で実習生と学習者がそ

れぞれのスケジュールで実施しました。 

授業内ではそのインタビューの様子について

実習生同士で報告しあい、どのようなところが

うまく行ったか、うまく行かなかったのか、得

られたことや学んだことなどを共有しました。

さらに日程的にインタビューがまだ実施できて

図 2 予想されるトラブルとその解決方法 
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いない実習生もいたため、これからインタビュ

ーを行う者へのアドバイスも行うように促しま

した。その結果、うまく行った点としては「対

話形式にしたので緊張せずにインタビューする

ことができた」、「台湾関連の質問は、相手も

リラックスして答えてくれた」、「表情から相

手の理解度を確認しながらすすめることができ

た」、「少しリアクションをオーバーにしたり、

相槌や追加の質問をすると、話が盛り上がりや

すかったし、向こうからもたくさん話してくれ

た」などが挙げられ、スムーズにインタビュー

を進められた様子が窺えました。一方、うまく

できなかった点としては、「相手のZoomの不具

合に迅速に対応できなかった」、「一つの話題

の話が終わって、他の話題に変えることがスム

ーズにできなかった」、「中国語で教えてもら

うことが多々あって、チャットに書いてもらい

たかったが、説明不足で、書いてもらえなかっ

た」など、Zoomの使い方やインタビュー進行上

の問題点、日本語でのやりとりに関する問題点

が挙げられました。また、これから行う人への

アドバイスとして、「インタビューというより

雑談という感覚で行ったほうがいい」、「質問

は多めに用意しておいたほうがいい」といった

インタビュー進行上のアドバイスや、「自分の

大学生活について話すと相手も興味を持ってく

れる」、「聞きたいことは短い質問を何個か重

ねて深掘りにしておくことの方が会話っぽくス

ムーズにできると思う」など、インタビューの

内容に関するアドバイスが挙げられました。 

一方、まだインタビューを行っていない実習

生からは、「やはり最初のアイスブレイクがと

ても重要だと思った」、「質問内容を事前にな

んとなく伝えるのは相手も答えやすく、自分も

十分な回答を得られるのでいいなと思った」な

ど、インタビューを実施する上での心構えや準

備に関する部分について感想が挙げられました。 

さらに、実習授業終了後には、最初に立てた

目標を達成できたか否かに関して他の実習生と

共有を行いました。ある実習生は「相手がわか

らないことがあったとしても、なるべく日本語

以外の言語を使用しない」という目標を立て、

実際にインタビュー活動の中で「推し」という

言葉を具体的な例を交えながら説明することが

できたと報告しました。この報告に対し、他の

実習生が「『推し』をどのように説明したのか」

と質問したところ、「特別好きなキャラクター

や人」と説明し、さらに相手の学習者が好きな

キャラクターを例に上げて説明したという回答

が挙げられました。これらのやりとりからは、

オンライン授業においても実習生同士のやりと

りが活発に行われたことが窺えました。 

 

４．考察 

４−１ 実習生の学び 

以上のインタビュー活動から、実習生の学び

は多かったと考えられます。特に、今回のイン

図 4 インタビューに関する感想（一部） 

図 5 目標の達成とその理由（一部） 

図 3 インタビューの様子 
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タビュー活動に参加した学習者はいずれも日本

語レベルが高く、そのレベルに至るまでの学習

者のたゆまぬ努力に思い至った実習生も少なく

ありませんでした。学習者が「一方的に教えら

れる存在」ではなく、「一人の個人」として学

んでいる存在であることを実習生が理解したこ

とは、日本語学習者の姿を知るという本実践の

目標達成を示していると考えます。 

学習者が用いる日本語の側面については、や

さしい日本語の練習という意味では学習者の日

本語レベルに助けられ、どの程度達成できたか

疑問であると述べた実習生が多く見られまし

た。確かにやさしい日本語の存在を知り、その

理念に基づいて日本語をコントロールする練習

は、日本語母語話者のみならず元学習者として

参加した実習生にも必要です。しかし、「やさ

しい日本語を身につける」ことは第一に日本語

母語話者（ないし日本語熟達者）としての自分

に意識を向けるとともに相手が理解できるよう

な言葉遣いを用いることを意識するためです。

そのため、今回のインタビュー活動では実習生

たちは相手の理解度に注意を払い、自分の日本

語をコントロールしようと意識できました。 

また、他の実習生との議論の中で得られた学

びもありました。例えば、質問内容についての

議論を行った際に相手のレベルに合わせて質問

を選ぶために複数の質問を用意しておくことに

した実習生や、インタビューをすでに行った実

習生からの話を聞いてアイスブレイクの重要性

を意識した実習生が見られました。インタビュ

ーは個別に実施したものの、それぞれの経験や

意見を持ち寄ることでよりよい活動を行うこと

ができ、学びを深められたと考えられます。 

 

４−２  学習者の学び 

本実践は、主に実習生側へのアプローチが主

となり、学習者側が主体的に取り組む活動を行

うことはできませんでした。それでも、実習生

の感想からは「学習者に『意外と楽しかった』

と言ってもらえた」というものがあり、学習者

にとっても参加する価値のある活動だと捉えら

れたと考えられます。また、上述の実習生がイ

ンタビューの中で「推し」という言葉を説明し

たという例を挙げたように、学習者がインタビ

ューの中で日本語に関する学びを得た可能性も

示唆されました。さらに、学習者側から実習生

へ質問があったという例も報告されており、学

習者側も積極的にインタビュー活動に参加した

と言えると筆者は考えます。 

 

５．この活動で得られたこと 

本実践を通して、筆者はまず教養としての日

本語教育の実践として学習者に対するオンライ

ンインタビューを実施することの意義を感じま

した。日本語教育に興味はあるものの実際の学

習者に接する機会のない学生や、接する機会は

あったとしてもどのように捉えたらいいのかわ

からない学生に対して日本語教育の基礎的な知

識を提供し、それを実践する場としてインタビ

ューを行うことは大きな学びの機会となること

が明らかとなりました。また、それをインター

ネット上で実施することで物理的に遠い場所に

いる存在に対して思いを至らせることができる

ことは学生が国内外の日本語学習者を個人とし

て理解する一助となるでしょう。 

実践終了後、台中科技大学の簡先生に対して

本実践の報告を行いました。その際、簡先生か

ら学習者側も積極的に参加していたというコメ

ントをいただきました。また、今回の活動を

「日本語による交流」と定義して学生に呼びか

けていたことが明らかとなり、その結果として

学習者側からの積極的な態度が促されていまし

た。一方で、「日本語教育を専門としない学生

によるインタビュー活動」を実習とすることは

若干の不一致があるように感じられたと指摘さ

れました。筆者は全体的な活動として課題点は

残るものの、概ね成功したと考えます。 

 

６．今後の課題 

今後の課題としては、学習者側の学びについ

て活動デザインの観点からより深く考えていく

必要があるということが挙げられます。上述の

ように、学習者側にもある程度の学びがあった

と考えられますが、当初想定していたような互

http://www.nkg.or.jp/
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恵的な学び、すなわち、実習生と学習者の双方

に同程度の学びがあったとは言えないでしょ

う。これは、互恵的な活動をデザインできなか

ったことが原因であると考えられます。本実践

では、実習生側から学習者側への一方的なイン

タビューになり、学習者側から実習生側へのア

プローチを活動に組み込むことができませんで

した。4−2で言及したように、学習者側からの自

発的な働きかけはあったものの、全てのペアで

そのような会話が行われたわけではないため、

活動デザインに組み込むことができればよりよ

い活動になると考えられます。 

また一方で、筆者が取り組んでいる遠隔日本

語教育実習の枠組みで本実践を捉えた場合、本

活動で学習者側からの一定の関与が見られたの

は、会話スタイルのインタビュー実践であった

からだと考えられます。今回のような学習者側

からの関与が実習生による実習授業という形式

でも達成されるか否かは、上述の活動デザイン

の変更を行った上での実践研究が必要です。そ

の上で学習者側に対するインタビュー調査を行

い、学習者側の実態を明らかにすることで、双

方に学びのある遠隔日本語教育実習の活動デザ

インについて検討できると考えています。 

 

７．終わりに 

本稿では、互恵性を重視した遠隔日本語教育

実習の一環として、教養としての日本語教育を

学ぶ大学生による台湾の日本語学習者への遠隔

インタビュー活動について報告を行いました。 

今回の実践を通して、筆者は「教養としての

日本語教育」の一環として、インタビュー活動

を日本語教育実習と捉えて実施することに手応

えを感じました。一方で、学習者側には「イン

タビュー活動を行うことがどのように実習とし

て捉えることができるのか」という点の説明が

不十分であったと考えます。今回の実践を通し

て日本語教育実習の実習生側と学習者側の非対

称性に注意を払い、学習者を「実習への協力

者」ではなく「共に学び合う者」として捉えら

れるような実習授業の実施を考えていく必要が

あると感じました。今後も日本語教育に興味が

ある者と日本語学習者の双方に学びがあるよう

な実践を行っていきたいと考えています。

 

 

注 

(1) 本稿では、対面で実施される日本語教育実習と対比させて「遠隔日本語教育実習」と呼んでいます。 

(2) 13回の授業のほかに、2回のアクティブ・ラーニングを実施して単位認定を行っています。本授業では、イン

タビュー活動への関与とその録画を見返すことを2回分のアクティブ・ラーニングとして扱いました。 

(3) インタビューに参加した実習生のうち、日本語母語話者は36名、非母語話者は5名でした。 

(4) Padlet〈https://padlet.com/〉とは、インターネット上で議論を行う際に有用なツールです。マップ上にコメン

トを書き加えたり、キャンバス上で付箋の関係性を示したりすることができるなど、8つのフォーマットで他

者との共有を行うことができます。主に教育目的で使用されることが多いツールです。 
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